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検
討
す
る
。
こ
の
ほ
か
中
国
地
整
も
、「
新
た
な
準
備
期

間
の
考
え
方
」
に
基
づ
く
工
事
の
下
半
期
か
ら
の
試
行

を
提
示
し
た
。

　

宮
本
土
木
本
部
長
は
「
適
切
な
工
期
設
定
の
根
拠
を

発
注
者
側
が
明
示
す
る
こ
と
の
意
義
は
重
要
」
と
コ
メ

ン
ト
。
発
注
者
側
か
ら
の
先
導
的
・
モ
デ
ル
的
試
行
の

提
示
に
「
一
歩
を
踏
み
出
す
」
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
手
応

え
を
得
た
と
の
印
象
だ
。

　

さ
ら
に
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
工
程
情
報
の
共
有
化
も

要
望
。「
発
注
以
後
の
工
程
情
報
共
有
化
も
重
要
。
適
切

な
準
備
期
間
の
設
定
と
と
も
に
着
手
後
の
問
題
点
共
有

を
」（
小
原
土
木
本
部
副
本
部
長
）
と
、
一
部
地
整
で
先

行
的
試
行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
工
期
が
問
題
と
な
る
工

事
ケ
ー
ス
で
の
工
程
管
理
情
報
の
共
有
化
の
積
極
的
実

施
を
求
め
た
。
四
国
地
整
の
「
試
行
の
拡
大
実
施
を
進

め
る
」
な
ど
の
回
答
の
ほ
か
、
未
実
施
で
あ
る
地
整
で

も
東
北
地
整
が
「（
実
施
を
視
野
に
）
情
報
収
集
な
ど
を

さ
ら
に
進
め
る
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　

フ
リ
ー
討
議
の
も
う
一
つ
の
柱
に
据
え
た
建
設
現
場

の
生
産
性
の
向
上
で
は
、
設
計
段
階
か
ら
の
現
場
打
ち

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
導
入
、
書
類
簡

略
化
に
よ
る
削
減
な
ど
を
俎
上
に
載
せ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
な

ど
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
標
準
的
活
用
な
ど
も
求
め
た
。

「
国
交
省
が
掲
げ
る
i
─C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
に

呼
応
し
中
核
的
役
割
を
担
う
」。
宮
本
土
木
本
部
長
は
、

推
進
要
綱
を
指
針
と
す
る
日
建
連
の
生
産
性
向
上
の
ス

タ
ン
ス
表
明
に
力
を
込
め
た
。「
技
術
者
、
技
能
者
を
含

め
た
担
い
手
確
保
の
た
め
に
も
省
力
化
、
効
率
化
は
必

要
。
生
産
性
向
上
は
『
無
駄
を
な
く
す
段
階
』
だ
が
、
発

注
者
を
ま
た
ぐ
標
準
化
・
規
格
化
が
実
現
す
れ
ば
、
よ

り
や
す
い
価
格
も
可
能
に
な
る
」
と
、
産
業
構
造
の
将

来
を
見
据
え
た
取
組
み
の
意
義
を
強
調
し
た
。

　

現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
の
生
産
性
の
向
上
は
、

直
轄
工
事
で
の
標
準
仕
様
と
し
て
当
初
設
計
段
階
か
ら

の
採
用
を
に
ら
ん
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
段
階
に

入
っ
て
い
る
機
械
式
鉄
筋
定
着
工
法
や
機
械
式
継
手
工

法
に
加
え
、
高
流
動
・
中
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
活
用

を
要
望
し
た
。

　

高
流
動
・
中
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
コ
ス
ト
高
で
あ

る
点
な
ど
が
採
用
ネ
ッ
ク
。
維
持
管
理
段
階
を
含
め
た

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
施
工
省
力
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

を
含
め
た
総
合
的
な
評
価
に
基
づ
き
、
直
轄
工
事
を
は

じ
め
と
す
る
各
機
関
で
の
採
用
実
現
を
要
望
。
あ
わ
せ

て
、
本
省
が
設
置
し
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
生
産
性
向
上

検
討
委
員
会
」
で
も
同
様
に
要
望
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
導
入
に
向
け
た
環
境
整
備
も
要
望
し

た
。
高
架
橋
、
高
橋
脚
、
橋
梁
床
版
架
け
替
え
、
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
な
ど
は
導
入
効
果
が
大
き
い
と
し
、

断
面
や
部
材
の
標
準
化
・
規
格
化
、
コ
ス
ト
だ
け
で
な

く
省
人
化
や
工
程
短
縮
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
な

ど
の
効
果
を
評
価
す
る
基
準
の
確
立
、
設
計
指
針
・
基

準
へ
の
位
置
付
け
、
設
計
段
階
で
の
導
入
検
討
な
ど
の

必
要
性
を
求
め
た
。「
将
来
の
担
い
手
減
少
問
題
に
対

す
る
切
り
札
」（
柿
谷
達
雄
イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
長
）
と

し
、
将
来
の
技
能
者
不
足
や
熟
練
工
不
足
に
対
応
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
取
組
み
で
あ
る
点
を
強
調
し
た
。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
設
計
段
階
か
ら
の
導
入
は
採
用
事

例
も
あ
る
が
、
コ
ス
ト
面
の
問
題
等
で
大
規
模
工
事
で

の
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
。
宮
本
土
木
本
部
長
は
意
見

交
換
会
後
半
の
東
北
地
整
と
の
意
見
交
換
会
の
総
括
で

「
意
見
交
換
会
終
了
後
の
本
省
報
告
で
方
針
回
答
を
求

め
た
い
」
と
、
全
国
規
模
で
の
具
体
的
な
成
果
に
つ
な

げ
た
い
と
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

書
類
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、「
提
出
書
類
の
二
重
提

出
」
の
問
題
を
俎
上
に
載
せ
、
合
理
化
を
求
め
た
。
北

陸
地
整
は
日
建
連
北
陸
支
部
を
交
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
設
置
し
、
年
末
に
取
組
み
の
ま
と

め
を
実
施
す
る
方
針
を
示
し
た
。
中
部
地
整
は
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
紙
・
電
子
二
重
提
出
の
廃
止
、
監

督
・
検
査
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
廃
止
の
た
め
の
試
行
工
事

に
続
き
、
す
で
に
進
め
て
い
る
特
記
仕
様
書
見
直
し
に

よ
る
書
類
削
減
や
電
子
化
で
の
一
部
改
定
も
図
る
と
し

た
。
ま
た
同
地
整
は
中
長
期
的
取
組
み
と
し
て
、
管
理

デ
ー
タ
等
の
i
─C
o
n
三
次
元
化
デ
ー
タ
と
の
連
動
、

Ａ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
工
事
書
類
の
一
元
化
検
討
も
図
る
と
の

ス
タ
ン
ス
も
提
示
。「
業
界
全
体
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
」
を
う
ち
出
し
た
。

　

意
見
交
換
会
最
終
日
の
会
見
で
宮
本
土
木
本
部
長
は

「
具
体
的
に
や
る
こ
と
の
地
整
側
か
ら
の
提
示
も
あ
っ

た
」「
受
発
注
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
『
も
っ
と
高

み
に
』
展
開
さ
せ
得
る
」
と
の
感
想
を
述
べ
た
。

　

国
土
交
通
省
各
地
方
整
備
局
等
と
日
本
建
設
業
連
合

会
が
共
催
す
る
「
平
成
二
十
八
年
度
公
共
工
事
の
諸
課

題
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
六
月
十
六
日
に
終
了
。

会
合
は
五
月
十
一
日
の
関
東
を
皮
切
り
に
関
西
、
四
国
、

北
陸
、
北
海
道
、
東
北
、
中
国
、
中
部
の
計
八
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
（
九
州
は
熊
本
地
震
の
た
め
中
止
）。
担
い
手

確
保
と
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
を
柱
に
据
え
、
適
切

な
工
期
設
定
と
工
程
管
理
、
休
日
拡
大
、
設
計
段
階
か

ら
の
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の

導
入
、
書
類
削
減
な
ど
を
め
ぐ
る
フ
リ
ー
討
議
を
各
発

注
機
関
と
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
テ
ー
マ
の
基
底
に
あ
る
の
は
、
日
建
連
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
大
量
離
職
時
代
を
見
据
え
た

「
新
規
入
職
者
確
保
九
〇
万
人
」
お
よ
び
「
生
産
性
向
上

に
よ
る
省
人
化
三
五
万
人
」
の
達
成
。
各
発
注
機
関
へ

の
要
請
は
「
い
ず
れ
の
取
組
み
も
将
来
の
担
い
手
の
確

保
に
つ
な
が
る
も
の
」（
宮
本
洋
一
土
木
本
部
長
）
と
な

っ
て
い
る
。

　

意
見
交
換
会
で
は
主
要
討
議
テ
ー
マ
の
一
つ
に
適
切

な
工
期
の
設
定
の
問
題
を
据
え
た
。
日
建
連
会
員
実
態

調
査
を
ベ
ー
ス
に
「
工
期
が
延
長
さ
れ
た
工
事
は
依
然

と
し
て
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
」「
品
確
法
で
発
注

者
責
任
と
さ
れ
る
適
切
な
工
期
の
設
定
の
改
善
は
進
ん

で
い
な
い
」「
工
期
延
長
は
発
注
者
に
由
来
す
る
原
因

が
多
い
」
と
の
問
題
認
識
を
投
げ
か
け
た
。

　

フ
リ
ー
討
議
で
は
、
小
原
好
一
土
木
本
部
副
本
部
長

を
進
行
役
に
、
積
算
工
程
と
実
施
工
程
の
乖
離
に
よ
る

「
休
日
の
圧
縮
」
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
浮
き
彫
り
に

し
た
。
準
備
期
間
や
跡
片
付
け
期
間
に
関
す
る
統
一
的

な
考
え
方
を
特
記
仕
様
書
に
記
載
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
た
。

　

発
注
者
要
因
に
よ
る
工
期
延
長
と
「
休
日
圧
縮
」
の

問
題
提
起
に
つ
い
て
は
、
日
建
連
各
支
部
が
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
休
日
取
得
の
実
態
を
提
示
。
将
来
の
担
い
手
確

保
の
面
か
ら
そ
の
実
現
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
完
全
週
休

二
日
制
に
は
ほ
ど
遠
い
現
状
を
改
め
て
指
摘
。
発
注
者

責
任
で
あ
る
適
切
な
工
期
の
設
定
の
改
善
が
道
半
ば
に

あ
る
と
の
問
題
認
識
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
つ
つ
、
各
種

試
行
工
事
の
更
な
る
拡
大
や
取
組
み
の
加
速
化
を
求
め

た
。

　

各
地
整
の
対
応
姿
勢
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
差
異
が

み
ら
れ
た
が
、
北
陸
地
整
は
新
た
な
試
行
工
事
案
「
担

い
手
確
保
等
に
資
す
る
完
全
週
休
二
日
実
現
モ
デ
ル
工

事
（
工
期
調
査
型
）」
を
フ
リ
ー
討
議
で
提
示
。
完
全
週

休
二
日
実
現
と
準
備
日
数
の
精
査
な
ど
「
最
適
工
期
の

調
査
」
を
目
的
と
し
た
試
行
で
あ
る
点
が
特
徴
。
さ
ら

に
、
完
全
週
休
二
日
が
実
現
で
き
た
場
合
に
「
成
績
評

定
で
高
く
評
価
」
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
設
け
る
。

　

最
適
工
期
の
調
査
で
は
、
モ
デ
ル
工
事
に
お
い
て

「
実
工
期
の
割
増
率
」
の
見
直
し
、
工
事
実
績
を
参
考
に

算
定
し
た
「
準
備
日
数
の
設
定
」
を
図
る
ほ
か
、
休
日

作
業
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
の
工
期

延
期
を
当
初
段
階
か
ら
契
約
条
件
に
導
入
す
る
こ
と
も

休
日
圧
縮
の
現
状
打
開
へ

適
切
な
工
期
設
定
に
焦
点

担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら

生
産
性
向
上
を
要
望

平
成
二
十
八
年
度

意
見
交
換
会
を
振
り
返
る
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